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文責：校長 福島 

 

校長サンタからのプレゼント 

 

明日から冬休みです。テレビ朝会で子供たちがわくわくする話をしたいと思っていました。 

そこで、今日は校門での迎えに続いてサンタの衣装でこんな話をしました。 

「今日は校長サンタから皆さんへのプレゼントがあります。この箱の中に入っています。(クリ

スマス包装のかわいい箱を大きなサンタ袋から取り出しました。) 全員分用意しています。 

何だと思いますか？」 

「えんじゅだ！」昨年も使ったネタでしたのですぐに当てられました。大谷選手から贈られる

グローブが間に合えば一緒に入れようと思っていましたが、まだ届いていません。 

 毎日教室を回っていると、それぞれの学級のよさを感じることができます。子供たちと担任

を中心に築いてきたすてきな学級文化です。紹介します。 

1-1 授業中の子供たちが生き生きしている 5-3 自分たちで考えて前に進む力がある 

1-2 必ず子供たちが先にあいさつをします 5-4 笑顔ですべての人を受け入れています 

1-3 健康観察の声が校長室に聞こえます 6-1 友達のこと、ちゃんと深くわかっています 

2-1 歌や合奏、いつも音楽があふれてる 6-2 違いを認め 個性を伸ばし合ってる 

2-2 わくわく感最高 エネルギーを感じる 6-3 先生との息がぴったりでいつも楽しそう 

2-3 のびのびとみんなよさを発揮している 6-4 学びを楽しむ色彩豊かな集団 

3-1 元気！教室に入るとパワーをもらいます つばさ1 あたたかい いつも潤いを感じます 

3-2 先生のことが大好き 見ていてわかります つばさ2 自分のペースをみんなちゃんとわかっている 

3-3 燦燦と輝く子供たち、勢いを感じる つばさ3 すべての子供も生き物も大切にされてる 

3-4 優しい子供たち 感受性の感度がとても高い つばさ4 真剣に学ぶ姿 みんな伸びようとしてる 

4-1 友達を大切にするスキルがしっかり育っている つばさ5 得意なこと伸ばす力、半端ない 

4-2 個性的な意見がたくさん生まれる つばさ6 「自分はこれでいいんだ」自信を感じる 

4-3 一人一人にちゃんと居場所があります つばさ7 安心して自分を出すことができている 

5-1 子供たちも先生も笑顔が絶えません つばさ8 対話が絶えない みんなつながっています 

5-2 みんな優しい 温かい空気が流れている つばさ9 家族のような愛と安心感があります 

 よさを自覚してわくわくする新年を迎えてほしいと願っています。どうぞよいお年を。 

えんじゅ 

玄関の飾り付けから 丸林先生作  


